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光線医療センター活動報告会

12/11 (日)、光線医療センター活動報告会が開催されました。井上センター長、小倉客員教授、ライ先生
に加えて、泌尿器科学講座福原先生、山本先生、重久先生、外科学講座川西先生、さらには先端医療学
コース 光線医療班の医学生山口君やOB学生池本君も参加してくれ、研究の進捗や方針の報告、および
指導医の振り返りを行いました。

ラジオ出演

12/12(月)、 RKCラジオ 「気になる健康ファミリードク
ター」 に、光線医療センター Lai Hung Wai先生が出演
され、光線医療および光線医療センターをテーマとして、
お話しされました。
光線医療は、光線を用いて病巣の診断・治療を行う
医療技術であり、副作用が少なく、低侵襲、いわゆる
身体への負担が少ない医療であること、さらには、光線
医療センターは、日本初の本格的な 「光線医療技術」を
基盤とする先進的かつ独創的な組織であり、高齢化の
進む高知県の要望に即した低侵襲医療の開発、実施、
普及にあたっていきたいとアピールしました。
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井上啓史センター長が、下記の光線医療関連の講演をされました。

12/6 (火)、Urological Cancer Seminar in YAMANASHI 井上啓史先生
「光線医療の光と影」

12/7-8、マレーシアプトラ大学のナノサイエンスおよびナノテクノロジー
研究所主催 6th International Symposium on Advanced Materials and 
Nanotechnology (iSAMN2022)に、光線医療センター Lai Hung Wai先生が
招待講演者として参加されました。

「Transporters as potential targets for enhancing aminolevulinic acid-
mediated photodynamic diagnosis/therapy in cancer」 .というタイトルで
講演を行いました。


